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福岡市西部の藤崎一帯には、先人達の残した文化遺産が数多く分布して

います。都心に近いこれらの地域は、市営地下鉄の開業以来再開発事業が
．

活発化し、遺跡包蔵地内での高層ビルの建設が増加しているところです。

このたび、民間の共同住宅建設にともなって藤崎A遺跡群の一部を発掘

調査いたしました。

福岡市では、工事などによってやむなく消滅するこれら文化遺産につい

ては、文化財保護の立場から記録保存に努めているところです。

発掘調査の結果、弥生時代から中世・近世にわたる遺構・遺物が発見さ

れました。

本書は、これらの発掘調査の成果を収録したものです。本書が、埋蔵文

化財に対する認識と理解、さらには学術研究上役立つことができれば幸甚

に存じます。

最後になりましたが、発掘調査から整理報告に至るまで株式会社共立建

物をはじめ、多くの方々のご理解とご協力を賜わりましたことに対し、心

より感謝の意を表する次第です。

平成3年1月10日

福岡市教育委員会

教育長　井口雄哉



例　　言

1・本書は、福岡市教育委員会が1990年3月6日から3月28日にかけて発掘調査

を実施した、共同住宅建設に伴う藤崎A遺跡群第19次緊急発掘調査の報告書

である。

2．遺構の呼称は記号化し、土壙→SK、溝→SD、ピット→SPとした。なお、遺

構番号は種類に関係なく連番とした。ただし、SPはSPだけで番号を付し

ている。

3・本書に使用した遺構・遺物図作成及び現場写真撮影は、下村　智、上方高弘

が行なった。また、製図及び写真図版は、下村の他、安野　良、竹原りえ、

吉村知子が行なった。遺物写真は上方高弘の撮影による。

4・本書で用いる遺構図の方位は全て磁北である。

5．藤崎A遺跡群第19次調査に係る遺物、記録類（図面、写真、スライドなど）

は、福岡市埋蔵文化財センターに収蔵・管理される予定である。

6．本書の執筆．編集は下村が行なった。

遺跡調査番号 8978 遺跡略号 F U A

調 査 地 埠 籍 早良区高取 r T 自軍 5番地 分布地．図番号 081 －－A － 1

開 発 面 積 674㎡ 調査対象面積 674㎡ 調査実施面積 350㎡ －

調　 査　 期　 間 1990年 3 月 ．6．日～ 3 月28 日 事前審査番号 1 － 2 －187
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Ⅰ　は　じ　め　に

1　調査に至る経過と調査組織

平成元年9月7日付で、株式会社共立建物から、高取一丁目455番地内における埋蔵文化財

有無確認の事前調査願が教育委員会埋蔵文化財課に提出された。埋蔵文化財課では、藤崎A遺

跡群の範囲内にあたるので10月12日に試掘調査を行なったところ、地表下－1mで遺構・遺物

を検出することができた。そこで、試掘結果をもとに、施主側と協議をかさね、共同住宅建設

によって破壊される遺構について、記録保存のための本調査を実施することになった。

調査組織は次のとおりである。

調査委託：株式会社　共立建物

調査主体：福岡市教育委員会

調査総括：埋蔵文化財課長　柳田純孝　埋蔵文化財第2係長　柳沢一男

調査庶務：埋蔵文化財第1係　安部　徹（前任）　中山昭則（後任）　松延好文

調査担当：吉留秀敏（試掘調査）　埋蔵文化財第1係　下村　智

～調査補助：上方高弘

調査作業：石松　晋、高田　茂、仲田忠孝、鴨川　整、高砂章二、江嶋光子、川上すぎえ、

菅野シゲ、西野悦子、長浦芙美子、二牟檀香代子、松井良子、村田トモヨ、吉住

クニ子

整理作業：上方高弘、安野　良、竹原りえ、吉村知子

2　遺跡の立地と環境

早良平野北部の博多湾に画した地域には、室見川をけじめ中小河川が流入し、室見川右岸に

は百道から西新、鳥飼にかけて砂丘列が形成されている。藤崎A遺跡群は、百道浜の南に形成

された標高5～6mの古砂丘上に位置している。南側には独立丘陵が点在し、周辺には、試掘

調査の結果や古い地図などによって後背湿地が形成されていた事が分かる。藤崎A遺跡群の北

側に位置する藤崎B遺跡群は、近年の調査によって藤崎A遺跡群と一連のものであると考えら

れ、遺跡の範囲が拡大するとみられる。

古砂丘上に形成された遺跡群からは、これまで200基を越える弥生時代の甕棺墓群や三角縁

二神二車馬鏡が副葬された古墳時代前期の方形周溝墓群などが発見されている。また、古墳時

代から中世・近世にかけての集落址の存在も明らかになりつつある。

，1　－



Fig・1藤崎遺跡群位置図（1／25，000）

第

Fig．2　調査地点位置図（1／4，000）
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Ⅲ　調　査　の　記　録

概要

調査区は、遺跡群の東端部に位置し、南側の独立丘陵裾が平坦部に移行する部分にあたる。

調査前の標高は4．2m前後で、遺構は現地表から－1mで検出できた。主な検出遺構は、古墳

時代後期の土壙．溝、中世の溝、近世の土壌．溝・ピット群などである。

1　土壙

SKOl（Fig・5、PL・3．11～24）

調査区南側で検出した近世の土壙である。長径

1．6m、短径0．8m、深さ0・3mを測り、隅丸長方

形を呈する。上半部は近現代の撹乱によって失わ

れている。18世紀を中心とする伊万里染付磁器、

肥前系の陶器、地元高取系の陶器などが大量に投

棄されていた。廃棄物処理のための土壙と考えら

れる°　出土遺物の内容は、染付磁器（一部青磁も

含む）が碗、皿、鉢、蓋物、花生、瓶、油壷、盃

などで、陶器は碗、皿、鉢、花生、壷蓋、壷、灯

明皿、片口、揺鉢、水指、嚢、捏鉢などである。

また、素焼きのものに、碗、壷蓋、壷、甕、七輪

などがある。その他、巴瓦や瓦質の大甕なども出

土している。出土遺物の説明は、紙数の関係で個々

にできないので、表1にまとめている。

SKO2（Fig．5、PL．4）　調査区南側のSK

Ol東隣に位置する。中央部が柱穴状に深くなる土

壕である。近世の陶磁器片が出土している。

SKO3・04（Fig・4・5、PL．4・5）　調査

区南側に位置する円形の中土境である。遺物の出

土はなかったが、埋土の状態から近世の土壙と考

えられる。
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Fig．3　調査範園図（1／300）



SKO5（Fig．5、PL．5）調査区南側に位置し、SD15を切っている土壙である。土師質

の甕の破片や措鉢が出土している。近世のものである。

SKO6・07（Fig．4、PL・6）　SK06は、SK05の西に位置する近世の土壕である。略円

形を呈し、浅い。SK07は、調査区南側の東壁部分に位置し、一部しか検出していない。染付

磁器の碗が出土している。近世以降の土壕か。

SKO8（Fig・5、PL．6）調査区中央部に位置する楕円形の土壙である。長径1．4m、深

さ0．75mを測り、底は二段掘りになっている。近世の染付磁器碗が出土している。

SKO9（Fig・5、PL・7）　sK08の東側に位置し、南側は防空壕で切られている。略円形

を里し、近世の陶器甕の破片が出土している。

SK10（Fig・4、PL．7）調査区中央部東側に位置し、SKllに切られている。径1・3m

の円形を呈する近世の土壙である。

SK11（Fig・4、PL．25）　SKlOを切って東壁部分で検出された。崩落の危険があるので

下部まで掘り下げていない。土壙としているが井戸址になる可能性がある。出土遺物は、染付

磁器碗・皿、陶器の碗・皿・壷・甕．措鉢．土管・土瓶・灯明皿や窯道具のハマ・陶枕などが

ある。その他、瓦や素焼の壷・甕・七輪、須恵質の甕などが出土している。近世かそれ以降の

時期が考えられる。

SK12（Fig．5、PL．8・9）調査区北側東寄りで検出した土壙である。長径1・5mで鹿

部は皿状に浅く窪む。炭化物が多量に混入する埋土を持ち、土師器の小片が出土している。古

墳時代後期のものであろう。

SK13（Fig．5、PL．8・9）　SK12の西隣りに位置する。径1・3mの略円形の土壙である。

sK12と同様に炭化物が多量に混入していた。出土遺物はないが、埋土の状態や包含層から出

土する遺物からみて、古墳時代後期に属すると考えられる。Fig．6－3は、包含層から出土し

た須恵器杯身である。立ち上りは短く内傾し、底面は平坦にヘラヶズリされる。6世紀終末か

ら7世紀始めにかけての時期であろう。

SK22・23（Fig・4）調査区北側東壁部分で出土した近世の土壙である。半分以上は末調

査区に伸びており詳細は分らない。

SK25（Fig・4、PL．2）調査区南側で出土し、SD15に切られている。出土遺物はない

が近世に属する土壙と考えられる。

2　溝

SD14（Fig．4・6、PL．10・25）調査区中央部に位置し、略東西方向をとる幅19m前後

の大溝である。はじめは人工的な溝ということで調査を進めていたが、掘り下げるに従い下半

部が粘質土と砂層の互層となり、自然的な堆積状況を示すに至ったので自然の溝と判断した○

－　4　－



土層名称
1黒灰色砂質土（瓦礫含
む。近世以降の整地層）
2　暗茶褐色砂（黄灰色砂
と互層になる°締りな
くパサバサしている。）
3　黒灰色砂
4　灰黄色細砂
5　灰茶褐色砂質土
6　明茶灰色砂質土
（やや粘性がある。）
7　明茶灰色砂質土
8a暗茶灰色粗砂

11黄灰色粘質土
12　暗黒灰色粘質土
13　茶灰色砂質土
（粗砂を含む。）

14　明茶灰色細砂
15　時灰色砂
（酸化鉄が沈着してい
る。）

16　黄灰色粗砂
17　黒灰色粘質土と灰色砂
の互層

18　黒灰色粗砂
（暗茶灰色の粘質土を　　19　時灰色粗砂と黒灰色砂
含み硬く締まる°）
8b暗茶灰色砂質土
（硬く締まる°）
9　黒灰色粘質土
10　茶灰色粘質土
（やや粘性を帯びる。）

の互層
0　灰色粗砂
1黄灰色砂
2　黄灰色シルト
3　淡黒灰色砂
4　黄茶灰色砂

＼
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Fig・6　出土遺物実測図（1／3）

地表下－3m以上まで掘り下げたが、湧水が激しく調査は途中で断念せざるを得なかった。出

土遺物は少なく、5層は近世、8a．8b・9層が中世、11～14層が古墳時代後期から弥生時

代までの遺物を含む層である。17層以下は弥生時代に属すると考えられる°

Fig．6－1は砂岩製の砥石である。4面とも砥面として使用している。5層出土。2は18層

の黒灰色粗砂層から出土した太形蛤刃石斧である。刃部が折損し、風化が激しい。石材は玄武

岩か。4は須恵器の壷下半部である。下半部外面はヘラヶズリ、底面に移行する部分に平行夕

タキを施す。底面にはヘラ記号がみられる°　8a層出土。北側からの流れ込みとみられる。

SD15（Fig．4、PL・2）　調査区南側で検出した南北方向の溝である。近世と考えられる。

SD17・18・19・24（Fig・4、PL．1）　sD14内で検出された東西及び南北方向の細い溝

である。出土遺物は小破片が多くはっきりした時期を決め難いが、中酎こ属すると考えられる。

SD20（Fig・4）　調査区南西部で検出した近世に属する小溝である。詳細は分らない。

SD21（Fig・4、PL．2）　調査区北側で出土した略東西方向の浅い溝である。幅1．2m前

後で黒色砂が埋土となっていた。出土遺物はないが、SK12・13同様古墳時代後期のものか。
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Ⅲ　お　わ　り　に

今回の調査は、遺跡群の東端部ではあったが、弥生時代から近世にかけての遺構．遺物が検

出され、遺跡の範囲や成立過程を考える上で貴重な資料を得ることができた。

先ず、調査区中央部に位置するSD14の調査によって、下半部は弥生時代の堆積層であるこ

とが判明した。少量の弥生土器片と共に太形蛤刃石斧が出土している。弥生時代の遺構の広が

りは確認できず、同時代に属する海抜2m以下は流木を含む腐植土層と砂層が互層に堆積して

おり、調査区北側まで伸びていた。弥生時代には後背湿地か浅い谷状の地形になっていたもの

と考えられる。

次に、時期ははっきりしないが、弥生時代の腐植土層と砂層との互層の上に、北側では黄灰

色の砂層が堆積し、調査区北側のみ海抜3mまで堆積している。この層が古墳時代後期の生活

面になっている。SK12・13、SD21などはこの黄灰色の砂層を基盤として掘り込まれている。

この黄灰色砂は、さらに北側に伸びていると考えられ、古墳時代後期の集落は、調査区北側に

展開するものと推察される。SD14は、黄灰色砂の堆積によって幅19mの溝状をなし、中世ま

で低地としての地形を保っていたとみられる。

中世の遺構は、主にSD14内に存在する東西及び南北方向に走る細い溝である。中世に属す

ると考えられる遺物が少量出土しているのみである。このSD14は人工的な溝ではないが、調

査区西側でこれまで調査した第8．10～12．14次調査の中世溝と接続する可能性がある。また、

調査区東側には、昭和初期の地図によれば低湿地が広がっていたことが看て取れ、古い時期に

はもう少し西側まで湾入していたものと考えれば今回の調査成果と一致する。

近世になると、調査区全体に遺構が広がる。主に土壙と溝であるが、南端部に位置するSK

Olからは、18世紀後半以降の伊万里染付磁器．肥前系陶器、地元の高取系陶器が一括して多量

に出土している。器種によって産地が使い分けされており、興味深い。

表1出土遺物一覧表

図版番号 線　 種 法　　 量 （cm O 出土遺構 備　　　　 考
口径 底径 椿高

－P L．1 1．1 伊万里染付碗 9・7 4・1 5．4 SK．0 1 様 ・雪給文 ．底面「太明年乳 くずし銘

－2 〟 10．4 4．2 5．1 〝 〝

－3 〟 10．4 4．3 5．1 〝

．4 〝 10．0 4・0 5・7 〝

－5 〟 12・1 4．4 5・1 〝 若松文（コンニャク印判）見込み触カキ剛

，6 〟 9．6 4．35 5．0 〝 二重那 文・見込 柚 と削 文．胤 銘有

－7 〟 10．4 3．9 4．8 〝 梅に松を描く

、l 8 〟 10．3 3・9 5．1 〝 竹を描く

ー9 〝 10．9 4・0 5．0 〝 舶 描く

PL ・12一10 〝 11．6 4．2 4・7 〝 見込 析枝文

1 1 〟 －
4．2 4．4 〝 〟

図版番号 L　券　 種 法　　 量（cm） 出土鯖 備　　　　 考 、
口径 底径 静高

P L・12．12 伊万里白磁碗 ー 5．7 S K．01 見込 触カキ取り

l13 伊万里青磁鮒 椀 ー 4・4 5．5 〟 見込 玉弁花文

－14 伊万里青線碗 8．7 3・6 5－・1 〟

，15 伊万里染付碗 ．9・0 4．0 4．9 〟

－16 〝 一 ．3．9 － 〝 「福」銘有

－17 〝 7・9 3．1 4．6 〟 雨降り文

ー18 〝 畠・0 3．2 3．7 〟 菊花文

－19 〝 －8・0 ．3・0 3・9 〟 若松文

－20 〝 ー －
4・8 〟 菊花文（コンニャク印判）

－21 〝
10‘．5 7．6 6．5 〟 花唐草文

．22 伊万里染付軒 樟 2・9 5・3 L 〟
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（つづき）

図 版 番 号 器　 種
法　　 量 （c m ） 虻 遺 構 備　　　　 考

口 径 底 径 器 高

P L ．1 3 ，2 3 伊 万 里 磁 器 破 片
－ － －

S K ・0 1 一 括 、 菊 ち ら －し 文 他

－2 4 陶 器 碗 類 破 片
－ － － 〟

一 括 、 赤 ． 縁 の 絵 仲

P L ．14 一2 5 伊 万 里 染 付 皿 13 ・5 8 ．2 3 ．7 〟
楠 唐 草 文 一・見 込 五 硝 文 ． 渦 「福 」銘

－2 6
〝

13 ．5 8 ・2 8 ．9 〝 〝

－2 7 〝
14 ．8 8 ・0 3 ．－9 〟 外 面 唐 草 文 ・ 見 込 一 五 弁 花 文

－2 8 〝 13 ・5 7 ．9 4 ・1 〟 〝

P L ・1 5 －2 9
〝

1 3 ．5 8 ．2 3 ・7 〝

l 3 0 〝
1 3 ．9 7 ．－4 3 ．5

〝
見 込 那 キ 剛 ・玉 弁 花 文 （コ ンこ ヤ 畑 刊 ）

－3 1 〝 1 3 ．7 7 ．5 3 ．3 〟 〝

一 3 2 〝 1 3 ・4 7 ・9 － 4 ．1 〟
外 面 唐 草 文 ．見 込　 五 弁 花 文

－ 3 3 伊 万 里 白 磁 碗 1 3 ．7 4 ・7 4 ．1 〝

P L ・1 6 一 3 4 伊 万 里 染 付 皿
－

4 ・9
－ 〝

見 込 格 子 文 ．粕 カ キ 取 り

－ 3 5 － 〝 －
4 ・9

－ 〟 〝

－ 3 6 伊 万 里 染 付 鉢 1 5 ．5 9 ．3 6 ・2 〟
外 面 唐 草 文 ．地 目 凹 型 高 台 ・ 「乱 銘

l 3 7 伊 方 埋 染 付 皿 1 0 ．6 6 －．．1 1 ．8
〝

外 面 唐 草 女 ．見 込 菊 ち ら し 文

－3 8 〝 2 5 ・2 1 6 ．0 ヰ・4 〝
花 木 文

P L ・1 7 －3 9 伊 万 里 染 付 蓋 1 2 ・5 1 4 ．1 3 ・1 〝
牡 丹 唐 草 文

． －4 0 〝
1 0 ．9 1 2 ．5 3 －．5

〝
花 唐 草 文

一4 1 〟 － －
1 ．g 〝

－ l 4 2 伊 万 里 青 磁 花 生 9 ．5 6 ．5 1 5 ．4 〝

－4 3 － 伊 万 里 染 付 瓶 3 ．5 5 ．3 1 7 ・1
〝

花 木 文

一舶 伊 万 里 －染 付 －油 壷 2 ・－8 4 ．8 8 ．5 〝 〝

一4 5 伊 方 虫 染 付 瓶
－

1 0 ・0
－ 〝

－4 6
〝 －

8 ．0
－ 〝 准 木 文

4 7
伊 万 里 青 磁 鮒 醜

12 ．5
－ － 〝

人 面 把 手 ．

P L ．1 8 －4 8 陶 器 碗 1 1 ．7 4 ．1 8 ．0 〝
肥 前 系 か　 黄 味 が か っ た 透 明 触

一4 9
〝

1 1 ・0 4 ・3 6 ．8 〟

l 5 0 －
〝

9 ．2 3 ．1 6 ．0
〝

肥 前 系 か

－ 5 1L 〝 8 ・7 4 ・9 6 ．0 〟
肥 前 系 ．鉄 絵 有

二 5 2 L
〝 ．8 ．7 4 ．0 5 ．8 〟

－ 5 3
〝

9 ．0 4 ．0 5 ．7 〝

－ 5 4 － 〝 9 ．6 3 ．8 4 ．6 〝
肥 前 系 ・鉄 絵 有

l 5 5 〝 1 0 ．4 3 ．3 5 ・0 〟
肥 前 系

－ 5 6
〝 一

3 ．7 5 ．2
〝 〝

一 5 7 〝 －
4 ．6 6 ．9 〝

肥 前 系 ．染 付 有

，5 8 〟 1 0 ．6
－ － 〝 〝

l 5 9
〝

1 0 ．6
－ － 〝 〝

．6 0 〟 －
2 ．9 5 ．5

〝
肥 前 系 か

－6 1 〟 － 　　　　　　　　　　l － 〝

l 6 2 〝 7 ・7 4 ・0 －3 ．4 〝

－6 3
〟 － －

4 ．5 〟

P L ．1 9 －6 4 陶 器 鉢
－

7 ・6
－ 〝

肥 前 系 （唐 津 ） ． ハ ケ 目

－6 5 〝 2 2 ・3 8 ．0 7 ．2 〝 〝

一6 6 L 陶 器 皿 2 4 ．0 1 0 ・2 5 ．1 〝
肥 前 系 （唐 津 ） 縁 粕

－6 7 〝 －
5 ・1

－ 〟
肥 前 系 （唐 津 ） 縁 あ 見 込 粕 カ キ 剛

、6 8 陶 器 鉢
－

8 ．0
－ 〟

l 6 9 〝－ 7 ．8
一

5 ．0 〟

l 7 0
〝 － － － 〝

P L 一一．2 0 －7 1 陶 器 揺 鉢 34 ．7 17 ．7 － 14 ・5 〟
高 台 付 一一．片 口

－ 7 2 〝 2 5 ．4 1 1 ．7 1 1 ．9 〝
一 往 口 有

l 7 3 〝 3 3 ・0 14 ．0 12 ．1 〝 片 口

－ 7 4 周 溝 鉢 2 2 ．8 1 1 ・0 －1 1 ・3
〝

注 言 有

・ 一 7 5 陶 器 揺 鉢 3 3 ．1
－ － 〝

ー 7 6 〝 2 4 ．0 1 0 ．8 10 ．3 〝
住 田 有

－ 7 7
〟

3 4 C 7
ー － 〝

l 7 8 〝
2 5 ・0

－ － 〝

l 7 9 〟 2 2 ．2 9 ・7 8 ．5 〝

一8 0 陶 器 鉢
－

1 5 ．7
－ 〝

P L ．2 土 8 1 陶 器 仏 花 生
－

8 C 4
－ 〝

高 取 焼

「8 2 〟 一
6 ．3

－ 〝 〝

図版 番 号 券　 種 法　　 量 （cm） 出土遺構 備　　　　 考
口径 底 径 番 高

P L ・2 1l 8 3 陶 器仏 花 生 － 6 ・0 － S K l 0 1 高 取 焼

－8 4 〝 － 6 ・8 － 〝 〝

－8 5 〝 － 7 ．1 － 〝 〝

－8 6 陶 器灯 明 皿 上皿6．2
下皿9・2

4 ．05 4 ．25 〝

－87 〝 止血8・6
（復 ） 4 ．－2

9 ．35 〝

－88 〝 上皿5．肪
下皿9．4

3 ．05 3 ．55 〝

－89 〝 下皿10．8 4 ．．1． 4 ・6 〝

一90 陶 器 鉢 25．3 11．彿 8 ．0 〝

－91 〝　－ － 13・7 19 ・5 〝

P L ・－22 l 9 2 陶 器 壷 14・1 － 18 ．5 〝 水 指

l 93 〝 － 11．1 － 〝 高取 あ 竹 筒 を摸 す

－94 〟 － 13．3 － 〟 〝

L，95 〝 － 7．3 － 〝
高取 あ 竹 筒 を模 す ．布 袋 貼 付 女

●96 〝 － －7．7 － 〝 高取 あ 竹 筒 を模 す　 －

－97 〟 一 5，0 － 〝 〝

l98 〝 － 11．5 － 〟 肩 掛 こ2 条 の沈 線　 －

ー99 〝 －
6．9 一 〝 納

P L ．23，100 〝 － － － 〟 無 軸

－10 1 〝 － － － 〝 輌

l l02 陶 器 台 付 碗 13 ．3 6 ．8 6 ・0 。〝 無 粕

一10 3 陶 器 喜　 一 7 ．7 －
4 ．－1 〟 肥 前 系 か

－104 〝 － － ー 〝 無 触

ll0 5 陶 器 壷 12 ．3 7 ．8 11 ・4 〝

－10 6 〝 11 ．0 5 ．7 8 ．2 〝 無 軸

－10 7 〝 1 1．0 6 ．5 8 ．1 〝 〝

－10 8 〝1 15 ．5 10 ．2 13 ．9 〝 高 取 あ 鉄 郎

ll0 9 〝 12 ．7 9 1 1 2 ．2 〝 〟

，1 10 〝 10 ．9 7 ．5 9－・．7 〝 〝

P L ．2 4ー1 11 〟 19 ．0 11．8 20 ・0 〝 無 職

－1I2 〟
16土．・8 11．2 13 ．0 〝 無 知 ．貼 付 文

－1－13 陶 器 患 31．5 15．5 29 ．8 〝 〝

－11，4 －陶 器 壷
ー 10．9 － 〝 無 粕

一一115 陶 器 菟 19．2
（復 ） － － 〟 鉄 勒

－1－16 〝
12・3
（復 ） － － 〟 高 取あ 鉄粕

，117 瓦 径1用 軌 0
－ 〟 巴文 一

－118 土 師 質 七 輪 30 ．0 22．5 27．6－－ 〝

P L ・25l 1 1 9 伊 万 里 染 付 皿 13 ・5 6．9 2．9 SK ．11 －
ニ ヤ ク 印 判 ）

－120 －陶 器 皿 13 ・0 4 ．2 － 4・9 〝 肥 前 系

l12 1 〝 14 ・6 5 ・7 4 ・1 〟－ 〟

－12 2 伊 万 里 白磁 皿 21 ．4 9 ．0 － 4 ．4 〝

「12 3 ．太 形 蛤 刃 石 斧 － 幅7．5 長一 l厚4．0 SD l 1－4

－1彿 伊 万 里 染 付 碗
－ 3 ．9 － 〝 銘 有

l12 5 土 師質 土 錘 軋 5 長5．5 － 〝　一一

－12 6 土 師質 杯 蓋 15 ．2 10 ・5 2 ．1 〝

－12 7 土 師 質杯 身 15 ・3 14 ．0 1 ・9 〝

－1 28 須 恵 器壷 － 12 ．0 － 〝

l 12 9 須 恵 器杯 身 － － 2 ．8 北 側
包 含 層

P L ．2 6－130 伊 万 里 染 付 叫 14 ・4 9 ．61 4 ・8 近現代井
戸 2

舞 草 丈

－131 － 伊 万 里 染 付 碗 ．－ － 6 ．2 6 ．5 〟 広 東 碗

，132 伊 万 里 染 付 香 炉 － ー 5．6 〝

－133 陶 削 、皿 7．0 3．4 －2－・2 〟 革糎 か ．

－134 陶 器 碗
－ 3．0 4・7 〟 〟

－135 陶 器 壷 董 5．8 9・3（最大径出 ．7 〝 〝

，136 陶 器 碗 8．4 － 3．6 近現代井
戸3

色 絵 ・

－137 ∴陶 器 小 壷 － （胸径5・5 7．2
） 4．5 5．3 表 採 高 取 焼

－138 陶 恕 壷 （胴径）
ー10．0

8．0 － 〝

l13 9 磁 器 碗 － 5 ．6 － 〝

．140 陶 器 壷
－
7 ．0
－ 〝 高 取 焼

l14 1 〝 （胴径）
ー10．5

7 ．2 － 〝． 〝
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PL．1

▲（1）調査区全景（南から）　　　▼（2）調査区南半部近景（南から）
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▲（1）調査区北半部近景（南から） ▼（2）SKO4・05・25、SD15出土状況（南から）



PL．3

▲（1）SKOl出土状況（南から） ▼（2）SKOl出土状況（北から）
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▲（1）SKO2出土状況（北から） ▼（2）SKO3出土状況（北から）
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▲（1）SKO4出土状況（北から）　　　▼（2）SKO5出土状況（北から）



PL．6

▲（1）SKO6出土状況（北から） ▼（2）SKO8出土状況（南から）



PL・7

▲（l）SKO9出土状況（南から）　　　▼（2）SK10出土状況（西から）



PL．8

▲（1）北側土層堆積状況（南から）　　　▼（2）SK12・13出土状況（南から）



PL．9

▲（1）SK12出土状況（西から） ▼（2）SK13出土状況（南から）



PL．10

▲（l）SD14土層堆積状況（西から）　　　▼（2）SD14北側土層堆積状況（南から）



PL・11

SKOl出土遺物（1）



PL．12

誌

三二二ジlll

SKOl出土遺物（2）



PL・13

SKOl出土遺物（3）



PL．14

25

27

SKOl出土遺物（4）

26



PL．15

SKOl出土遺物（5）



61

．
LP

37

38



PL．17

SKOl出土遺物（7）



PL．18

54 55 56

SKOl出土遺物（8）



PL．19

SKOl出土遺物（9）



PL・20

・・細－∴、　L、．贈ミ飾りや一博一一L㌻一事・・∴束．．
守．、ド、、、、～正

。・嚢1．繭、

幸三
㍉十一

79

SKOl出土遺物0①



PL．21

SKOl出土遺物（11）



PL．22

95

97

98

SKOl出土遺物（12）



PL．23

SKOl出土遺物（13）



PL・24

111

SKOl出土遺物（14）



PL．25

SK11（119～122）・SD14（123～128）・北側包含層（129）出土遺物



PL．26

135
130

近現代井戸址出土（130～140）・採集（137～141）遺物



藤崎遺跡　7

福岡市埋蔵文化財調査報告書　第260集

平成3（1991）年3月15日

発　行　福岡市教育委員会
福岡市中央区天神一丁目8－1

（092）711－4667

印　刷　同盟印刷株式会社

福岡市博多区博多駅南六丁目6－1
（092）431－4061




	0260_第２６０集
	本文目次

	Ⅰ　はじめに

	Ⅱ　調査の記録

	Ⅲ　おわりに

	ＰＬＡＴＥＳ





